
特　集

● 問合先　企画政策課 企画１係（　 ☎㉓２１２４）

第２期 伊万里市まち・ひと・しごと創生総合戦略

　皆さんは『地方創生』という言葉を聞いたことはありますか。今、日本は少子化が進み、人口が

減り続けています。また、仕事や生活の利便性を求め、東京や大阪、福岡といった都市部に人口が

集中することで、それ以外の地方における人口の減少は、深刻なものとなっています。

　このまま地方の人口減少が進んでいくと、働き手不足などによってまちの産業が衰退したり、地

域の担い手不足などにより地域コミュニティの維持が困難になったりして、まちの魅力が低下する

という悪循環を生み続けてしまいます。

　『地方創生』は、この悪循環を断ち切るため、出生率の低下を防ぎ、人口の減少を和らげることや、

都市部、特に東京圏への人口の過度の集中に歯止めをかけることで、それぞれの地域で住みよい環

境を確保し、将来にわたって活力ある社会を維持することを目的としています。

　この特集では、市が策定した『第２期伊万里市まち・ひと・しごと創生総合戦略』を紹介し、市

の人口の現状や将来を見据えたまちづくりの取り組みなど、皆さんと一緒に市の地方創生のために

できることについて考えます。

　
国
で
は
、
平
成
26
年
に
『
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
』
が

施
行
さ
れ
、
同
年
12
月
に
は
、

２
０
６
０
年
（
令
和
42
年
）
に

１
億
人
程
度
の
人
口
を
維
持
す
る

な
ど
の
中
・
長
期
的
な
展
望
を
示

し
た
『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
』
と
、
そ
れ
を

達
成
す
る
た
め
の
向
こ
う
５
年
の

目
標
や
施
策
の
基
本
的
方
向
な
ど

を
ま
と
め
た
第
１
期
の
『
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
も
、
国
の
動
き
や
法
律
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、平
成
27
年
に
『
伊

万
里
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
と
第
１

期
の
『
伊
万
里
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』
を
策
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
で
は
令
和

元
年
12
月
に
、
第
１
期
の
取
り
組

み
の
検
証
を
行
い
、『
継
続
は
力

な
り
』
と
い
う
基
本
姿
勢
の
も
と
、

第
２
期
総
合
戦
略
が
策
定
さ
れ
、

市
も
同
様
、
令
和
２
年
９
月
に
第

２
期
市
総
合
戦
略
を
策
定
し
、
引

き
続
き
地
方
創
生
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
第
２
期
市
総
合
戦
略
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

伊万里港コンテナターミナル 子育て支援センターぽっぽ

伊万里ウオーク（令和２年 11 月開催） 波多津くんち（令和２年 10 月開催）

活気あふれるまち

行きたいまち

子育てしやすいまち

安心で住みたいまち

地
方
創
生
に
向
け
た

取
り
組
み

↑市ＨＰ
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社
会
動
態

　
転
入
・
転
出
に
伴
う
人
口
の
動

き
を
『
社
会
動
態
』
と
い
い
ま
す
。

市
の
社
会
動
態
は
、
転
入
者
よ
り

転
出
者
が
多
い
『
転
出
超
過
』
の

状
態
が
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
【
図
３
】。

　
こ
の
社
会
動
態
を
男
女
別
で
見

て
み
る
と
、
男
性
は
18
歳
前
後
で

市
外
に
転
出
し
た
後
、
20
歳
代
前

半
で
転
入
増
に
転
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
伊
万
里
に
戻
っ
て
き
て

い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　
一
方
、
女
性
は
18
歳
前
後
の
転

出
超
過
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
男

性
と
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、
年
齢

が
進
ん
で
も
転
出
超
過
が
回
復
し

て
い
な
い
、
つ
ま
り
、
伊
万
里
に

戻
っ
て
き
て
い
な
い
と
い
う
現
状

が
顕
著
に
表
れ
て
い
ま
す
。

人
口
か
ら
見
え
る
こ
と

　
こ
の
よ
う
に
市
の
人
口
は
、『
自

然
動
態
』
と
『
社
会
動
態
』
の
両

方
で
減
少
が
続
い
て
い
る
状
態

で
、
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
計
値

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況

を
市
民
の
皆
さ
ん
と
し
っ
か
り
と

共
有
し
、
人
口
減
少
が
及
ぼ
す
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
を
最
小
限
に
抑

え
、
人
口
が
減
っ
て
も
『
ま
ち
』

の
活
力
維
持
、『
ひ
と
』
の
魅
力
向

上
、『
し
ご
と
』
の
創
出
な
ど
の
好

循
環
が
つ
く
り
出
せ
る
よ
う
市
民

と
一
緒
に
な
っ
て
、
今
後
の
地
方

創
生
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
の
比
較

　
平
成
22
年
か
ら
令
和
２
年

ま
で
の
市
の
人
口
の
推
移
を

見
て
み
る
と
、
住
民
基
本
台

帳
に
お
け
る
人
口
は
、
平
成

22
年
に
５
万
８
０
０
６
人
で

あ
っ
た
の
が
、
令
和
２
年
に
は

５
万
４
２
７
６
人
と
な
り
、
10
年

間
で
３
７
３
０
人
減
少
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
け
る
推
計
値
は
、
国
勢
調
査
を

基
準
と
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、

住
民
基
本
台
帳
と
の
単
純
な
比
較

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
平
成
29
年
以

降
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
計
値
を

下
回
っ
て
い
ま
す
【
図
１
】。

人
口
か
ら
見
る
こ
れ
ま
で
と
今
、
将
来

60,000

58,000

56,000

54,000
H22

人口ビジョン推計（国勢調査基準）

住民基本台帳（10.1現在、R2のみ4.1現在）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2
〔出所：伊万里市人口ビジョン、住民基本台帳〕

〔単位：人〕 （10月１日現在、R2のみ４月１日現在）
【図１】人口の推移
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H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元
〔出所：住民基本台帳〕
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【図３】社会動態
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　地方創生に取り組んでいくにあたっての課

題を整理し、国の長期ビジョンの趣旨を踏ま

えたうえで、本市における人口の現状分析を

行い、今後目指すべき将来の方向性と人口の

将来展望を示したものです。

市の人口の将来展望 ・・・2060 年（令和

42 年）に人口規模４万 6,000 人程度を維持

伊万里市人口ビジョン

　第２期市総合戦略では、将来展望を
見据えながら、第１期市総合戦略の検
証を踏まえた新たな取り組みなどによ
り、人口減少の抑制を図ります。
市人口ビジョンの 2025 年（令和７年）
推計値

を目指す

第２期市総合戦略での人口の展望 

５万 3,830 人

800
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-400
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H22

出生数 死亡数 自然増減

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元
〔出所：住民基本台帳〕

〔単位：人〕
【図２】自然動態
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自
然
動
態

　
出
生
・
死
亡
に
伴
う
人
口
の
動

き
を
『
自
然
動
態
』
と
い
い
ま
す
。

市
の
自
然
動
態
は
、
こ
こ
10
年
の

間
、
出
生
数
よ
り
も
死
亡
者
数
が

多
く
な
っ
て
い
る
『
自
然
減
』
の

状
態
に
あ
り
ま
す
【
図
２
】。

　
自
然
減
の
原
因
は
主
に
出
生
数

の
減
少
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
出
産

に
大
き
く
関
係
す
る
20
歳
代
か
ら

30
歳
代
の
女
性
の
数
が
年
々
減
少

し
て
い
る
こ
と
が
、
原
因
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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第２期 伊万里市まち・ひと・しごと創生総合戦略特　集

　
第
２
期
市
総
合
戦
略
で
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
将
来
展
望
人
口
を
見
据
え
、

第
１
期
の
取
り
組
み
の
検
証
を
踏
ま
え
た
息
の
長
い
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
、
第
１
期
と
同
様
の
４
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
国
が
示
す
２
つ
の
視
点
と
市
独
自
に
設
定
す
る
２
つ
の
重
点

ポ
イ
ン
ト
を
加
え
て
、
関
連
す
る
施
策
に
横
断
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

４つの基本目標

産業振興により『活気あふれるまち』をつくる

地域資源を生かし『行きたいまち』をつくる

市民みんなで『子育てしやすいまち』をつくる

時代に合った都市づくりで『安心で住みたいまち』をつくる

２つの新たな視点

多様な人材の活躍を推進する

■ 地域に関わる一人一人が地域の担い手として参画し、活躍できる環境づくり

■ 外国人材の積極的な受け入れ支援や共生支援　　　　など

■ GIGA スクール構想に基づいた ICT 教育の充実

■ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止とともに新しい生活様式を踏まえ
    たテレワークや ICT の活用　　　など

新しい時代の流れを力にする

２つの重点ポイント

　市では、『シティプロモーション』を、伊万里市に

関わるすべての人や企業、団体などが、伊万里市のこ

とを知り愛着心を持つことで、観光、企業立地、就労、

移住など、あらゆる面で『選ばれるまち』になるため

にできることを考え実行する取り組み全体のことと捉

えています。

このため、左の５つの視点とともに、市の新しいキャッ

チコピー

を旗印に、魅力ある伊万里市を創出していきます。

　ＳＤＧｓとは、2015 年９月の国連サミットにおい

て採択された持続可能な世界を実現させるための 17

の目標と、169 のターゲットで構成され、地球上の誰

一人として取り残さない国際社会共通の目標です。

　第２期市総合戦略で取り組んでいく、しごとづくり

や交流人口の拡大のほか、子育て環境の充実、安全・

安心な暮らしの実現などは、ＳＤＧｓの理念とも相通

じることから、市総合戦略の各施策の推進によって、

ＳＤＧｓの達成を目指していきます。

ＤＧｓＳ
（エスディージーズ）

ティプロモーションシ

〔出所：国際連合広報センター〕

今
を
知
り
、
未
来
を
創
る
第
２
期
市
総
合
戦
略
を
策
定

1. 住民の愛着心
    の進化

love

2. 認知度の上昇

know

connect
5. 定 住 人 口 の
　 増加

live

3. 交 流 人 口 の
　 増加

come

５ つ の 視 点

4. 関 係 人 口 の
　 増加

１

２

３

４

横断的に取り組む
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　自然豊かな住環境や食の魅力あふれる本

市への移住など、ＵＩＪターンを促進する

とともに、福岡都市圏と極めて距離が近い

ことや、伝統を受け継ぐ伊万里焼などの豊

富な観光資源を活用し、交流人口の拡大に

よる地域経済の活性化を図って、さまざま

な機会を利用して効果的な情報発信をしな

がら、ひとが集まる『行きたいまち』をつ

くります。

　出生数を増加させ、子育て世代の転出に

よる減少を抑制するため、結婚を望む人や

子育て世代の希望をかなえ、将来に不安を

感じることなく安心して結婚、出産、子育

てができる社会環境の実現を図るとともに、

時代に応じた質の高い教育環境を整備する

など、『子育てしやすいまち』をつくります。

　人口の減少が進む中、集落機能を維持し

ながら地域の活性化を図り、誰もが安全で

安心して暮らし続けることができるよう、

地域住民が主体となって運営する地域づく

りの支援を行うとともに、本市の特性を生

かした地域と地域の連携などを進め、『安心

で住みたいまち』をつくります。

　第２期市総合戦略は令和２年度から６年度までの５年間を計画期間としており、第１期と同様、
４つの基本目標ごとにその達成状況を図ることができるよう成果目標を設定しています。また、施
策ごとの進

しん

捗
ちょく

状況を検証するため重要業績評価指標（Ｋ
ケイ

Ｐ
ピー

Ｉ
アイ

）を定めて、各施策や課題、効果を
より深く検証していきます。ここでは、基本目標ごとの取り組み内容と成果目標を見てみましょう。

■ 企業誘致等による若者雇用者数
　 22 人／年 　　　　◣　300 人（累計）
■ 伊万里・有田管内の高校生（就職者）の市内就職率
　 28％／年　  　　　◣　40％／年
■ 認定農業者数（全体）
　 226 経営体　  　　◣　241 経営体
■ １人当たりの市民所得
　 2,286 千円　  　　◣　2,500 千円／年

目　標現　状

■ 転入者と転出者の差（転出超過数）
　 216 人／年　　　 　　　 ◣　180 人未満／年
■ 本市の観光客数
　 1,561,500 人／年　 　　◣　1,616,000 人／年

■ 市子ども・子育て支援事業計画における目標事業量の達成割合
　 現状なし　 　　　　 　◣　100％／年
■ 合計特殊出生率
　 1.91 人／年　　　　　◣　2.11 人／年
■ 婚活イベントをきっかけとする成婚者
　 37 人／年　　　　　　◣　100 人（累計）

■ 地域住民の自主的な活動を支援する地域づくりサポーター
　の配置（集落支援員）
　２地区　　　　　　　   ◣   ８地区（累計）
■ 住みやすさに満足している人の割合
　 57％    　　　　　　　◣   65％以上／年
■『伊万里が好き』という児童・生徒の割合

　 小学生 84.05％　　 　◣   90％以上
　 中学生 60.33％　　　 ◣   72％以上

　若い世代や女性が伊万里で働きたいと思

えるような魅力的な雇用環境を創り出す

ことで、高校や大学などの卒業後の就職に

伴う転出を抑制するとともに、地元就職や

Ｕターンを促進し、若年層の突出した転出

超過の是正を図ります。また、地域特性や

地域資源を生かし『稼ぐ力』を高めることで、

誰もが安心して働くことのできる『活気あ

ふれるまち』をつくります。

基本目標 １ 産業振興により『活気あふれるまち』をつくる

基本目標 ２ 地域資源を生かし『行きたいまち』をつくる

基本目標 ３　市民みんなで『子育てしやすいまち』をつくる

基本目標 ４　時代に合った都市づくりで『安心で住みたいまち』をつくる

将来を見据えたまちづくりの取り組み

成果目標
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市
総
合
戦
略
に
定
め
た
取
り
組

み
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
推
進

し
て
い
く
た
め
に
、
産
業
界
や
行

政
機
関
、
教
育
機
関
、
金
融
機
関
、

労
働
団
体
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
各
種

の
代
表
者
で
構
成
す
る
『
伊
万
里

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
推
進
委
員
会
』
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
４
つ
の
基
本
目
標
ご
と

に
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
検
討
を
行
う
『
伊
万
里
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
推

進
部
会
』
を
設
置
し
、
こ
れ
ら
の

組
織
の
委
員
の
意
見
な
ど
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
進し

ん

捗ち
ょ
く
の
確
認
な
ど

を
行
い
ま
す
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
は
、
市

総
合
戦
略
に
定
め
た
基
本
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
、
よ
り
具
体
的

な
行
動
内
容
を
示
し
た
計
画
の
こ

と
で
す
。

　
第
２
期
市
総
合
戦
略
で
は
、
行

政
だ
け
で
な
く
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

人
口
減
少
の
対
策
と
し
て
何
が
で

き
る
か
を
考
え
、
計
画
を
立
て
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

個
人
や
家
庭
で
、
ま
た
、
事
業
所

で
で
き
る
取
り
組
み
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

↑令和２年 12 月 18 日に開催された市総合
戦略推進委員会の様子

第
２
期
市
総
合
戦
略
を
市
民
と
の
協
働
に
よ
り

推
進
し
て
い
く
た
め
に

地方創生について
　地方創生の取り組みが始まってから７年が経過し、この間、地方創生が目指す『東京一極集中』の
是正や人口減少問題の改善が大きく進んだかというと、現時点では必ずしもそうではないと感じてい
ます。
　しかし、全国の自治体が人口減少の問題に正面から取り組み、『人口減少社会の中で豊かさをどう
つくり出していくか』ということを考えていくことに大きな意味があります。

戸田会長から見た伊万里の強み・弱み
　伊万里は、観光や産業などの資源が豊富で、とても魅力的な地域です。
しかし、市外の人にその魅力が十分に伝わっていないと感じるところもあ
り、推進委員会の中でも同様の意見がたびたび出ます。第２期市総合戦略
で力を入れて取り組むシティプロモーションは重要であり、情報発信の面
などできることがたくさんあります。

より魅力的なまちにするために、市民ができること
　人口減少が避けられない時代の中で、地域の課題を行政だけの力で解決
することはできません。私が市民の皆さんから感じることは、郷土愛の強
さです。それをもう一歩進めて、自分のまちをより良い場所にするため、
多くの人に地域と積極的に関わってほしいと思います。
　やれることはそれぞれ違うと思いますが、地方創生のために『自分には
何ができるか』を考え、行動に移してみませんか。

市総合戦略推進委員会　戸田 順一郎会長に聞く

↑市総合戦略推進委員会
戸田順一郎会長（佐賀
大学経済学部准教授）

アクションプランの例
〜皆さんの普段の行動の中にもあります〜

▷ 行　動
　 自分が参加した市内のイベントをＳＮＳに

 投稿する

▷ 効　果
　 観光資源のＰＲ

▷ 成　果
　 『基本目標２』の成果目標『本市の観光客数』

 　の増加につながる

第２期 伊万里市まち・ひと・しごと創生総合戦略特　集

　すでに取り組んでいることや、今後取り組もうと思って

いることなど、どんなことでもかまいません。市民の皆さ
んと一緒になって、伊万里をもっと魅力あるまちにしてい
くアクションプランを作り上げていきましょう。応募いた
だいたアクションプランは、市のホームページで公開する
ほか、市総合戦略アクションプラン（市民・事業者の取組編）
に掲載します。
※内容によっては掲載しない場合があります。
● 募集期限　３月 31 日（水）

● 応募方法　応募用紙に必要事項を記入し、提出

※応募用紙は企画政策課、各コミュニティセンター、市民
図書館に設置しているほか、市ホームページからダウン
ロードすることができます。

▷Ｅメール　kikaku@city.imari.lg.jp
▷郵便・直接提出
　〒 848‐8501　伊万里市立花町１３５５番地１
　伊万里市役所　企画政策課
▷ＦＡＸ　㉒７２１３
● 問合先　企画政策課企画１係（ 　☎㉓２１２４）

個人や事業所などでできる『アクションプラン』を募集

↑市ＨＰ
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